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畠　山　裕　太仙台市民オンブズマン代表
弁　護　士

　宮城県議会では、政務活動費に関する領収
書等をインターネット公開するようになりま
した。おかげで手軽に政務活動費の支出をチ
ェックできるようになりましたし、人の目に
さらされるという意識が、様々な支出の適正
化につながっていると思われます。このネッ
ト公開を、ただ公開するだけでなく、より範
囲を拡大しもらい、よりよい方向にすすめて
いくことが今後の課題です。
　多くの議員、会派は広報誌の製作と配布に
多くの政務活動費を支出しています。しかし、
広報誌は基本的に議員の選挙区内の支持者に
しか配られていません。先日、宮城県議会の
各会派に広報誌を提供してもらい、その内容
を検討したところ、内容に問題がある広報誌
も散見されました。今後、政務活動費を支出
するのに適切な広報誌であるかチェックする
ためにも、議員の成果を広く県民に知っても
らうというプラスの意味でも、政務活動費を
使用して製作した広報誌は、インターネット
上に公開してもらうべきであると考えました

（なお、仙台市議会ではすでにネット公開し
ています）。近々、宮城県議会に意見書を持
って行く予定です。
　上記に併せてもう一つ、政務活動費ではあ
りませんが、議会派遣の海外視察（ニュージ
ーランドの海外視察訴訟では一部違法だった
と認められました）についても、議会に提出
される企画書、報告書等をインターネット公
開すべきであるという点も意見書に盛り込み
ました。議会派遣の海外視察の是非そのもの

の問題もありますが、とりあえず大勢の議員
で視察し多額の公費を使った結果は広く県民
に広報されてしかるべきです。いつの間にか
行って、しかし成果はよく分からないまま、
という形にならないよう、この点もしっかり
意見してきたいと思います。
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渡　部　雄　介仙台市民オンブズマン
弁　護　士

１　仙台市民オンブズマンでは、宮城県議会
の各会派及び議員に協力いただき、政務活
動費を使って作成した広報紙を収集し、そ
の内容を調査検討しました。その結果、程
度の差こそあれ、議員及び会派から提供さ
れた全ての広報紙には何らかの形で自己Ｐ
Ｒの要素が含まれており、議員及び会派を
宣伝する目的や内容が含まれていないと評
価できる広報紙は存在しないことが分かり
ました。

　　そこで、オンブズマンでは、各会派宛に
意見書を送付しました。意見書では、①議
員の個人写真に紙面の多くを費やすもの②
中身と表題が合致せず、実質的には政務活
動報告となっていないもの③内容が自己Ｐ
Ｒに終始しているもの④議会質問の内容が
議員自身の答弁に限っているもの⑤経歴

（学歴、役員歴、ＰＴＡ役員歴）等、政務
活動内容とは直接関係のない議員のプロフ
ィールを掲載しているもの⑥個人献金や手
伝い募集の案内を掲載しているものの６つ
を示し、これらに該当する広報紙は、全額
政務活動費を支出することは許されず、少
なくとも２分の１に按分して支出しなけれ
ばならない旨の意見を伝えました。

２　本意見書に対して、自由民主党・県民会
議と日本共産党宮城県議会議員団の２会派
から、直接会って意見交換をしたいとの申
出を受けました。オンブズマンとしても、
広報紙の在り方について、議員と直接お会
いして意見交換をすることを希望していた

ので、その申出を受け入れることにしまし
た。

３　令和元年７月１０日、自由民主党・県民
会議所属の議員５名との間で、政務活動費
の在り方に関する意見交換を行いました。
会派側からは、オンブズマンの広報紙の考
え方に対する会派所属議員からの意見が述
べられました。政務活動費の按分支出の考
え方にについては、大きな意見の隔たりが
あると感じました。

　　一方で、広聴広報費に限らず、政務活動
とそれ以外を明確に区別することは難しい
部分もあるため、議員としてもオンブズマ
ンから問題点を指摘してもらいたいと考え
ているとの発言もありました。また、実際
に２分の１按分を原則としてしまうことに
よる政務活動への影響についての、率直な
ご意見もお聞きすることができました。

４　令和元年８月９日、日本共産党宮城県議
会議員団所属の議員３名と事務局担当１名
との間で、政務活動費の在り方に関する意
見交換を行いました。会派側からは、自己
ＰＲが含まれているから全て２分の１に按
分支出すべきということには賛同できない
等という指摘があった一方で、中身と表題
の不一致は許されない、プロフィールは所
属程度にすべき、個人献金募集は許されな
い等の好意的な意見もありました。また、
費用弁償（応召旅費）の問題等、政務活動
費以外の問題についても貴重なご意見をい
ただきました。

５　これまで多数の政務活動費（調査費）に
関する返還訴訟が行われてることからも明
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らかなとおり、政務活動費の考え方につい
ては、オンブズマンと議員及び会派との間
には見解の相違があります。しかし、今回、
宮城県議会の２会派から意見交換すること
で、訴訟等では見えてこない会派及び議員
の悩み、各議員の政務活動費の支出に対す

る考え方を知ることが出来ました。今後も、
議員や会派から要望があれば、節度と緊張
関係を保ちつつも、会派及び議員との間で
政務活動費の在り方に関する意見交換をし
ていきたいと考えています。

原　田　　　憲仙台市民オンブズマン
弁　護　士

　村井宮城県知事は、水道法改正を受けて、
みやぎ型管理運営方式（コンセッション方式）
による上工下水道事業の民営化を推し進めよ
うとしています。しかし、現状の民営化計画
では、水質の悪化や料金の値上げなど、将来
の水道事業に対する県民の不安を払拭できな
いものです。
　宮城県は、民営化によってコスト削減効果
が期待できるので将来的な水道料金の値上げ
を抑制できるなどと説明しています。

一般的には、民営化の効果として、企業
間の競争によってコストの削減と共にサービ
ス・品質の向上も期待できます。しかし、水
道事業に関しては、企業努力によってサービ
ス・品質を向上させても県民の水の使用量が
増えることもなく、競争原理が働きません。
事業者が現状の水道料金を維持しようとする
ならば、施設管理や水質管理などあらゆる点
からコストの削減を行わなければならず、そ
の結果、水質が悪化し県民の健康が害される
おそれもあります。
　そこで、仙台市民オンブズマンとしては、
事業者に対する県民の監視を強化することが
重要であると考え、本年９月に実施されたパ
ブリックコメントにおいて、事業者が県民に

対して、直接、情報公開
義務を負うようにするた
め情報公開条例の改正を
求めるとともに、第三者
機関の権限強化を求める
旨の意見を提出しまし
た。
　仙台市民オンブズマン
としては、引き続き、こ
の水道事業等の民営化問
題を注視していきたいと
考えています。
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石　上　雄　介仙台市民オンブズマン事務局次長
弁　護　士

１　宮城県議会会派の自由民主党・県民会議
が、平成２５年３月から平成２８年２月
までの間にノートパソコン及び附属機器
計１８台、デスクトップパソコン及び附
属機器等計３６台、ipad 計１６台を総額
１７９２万１５０６円で購入し、この購入
費用全額について政務活動費を充てていた
件で、オンブズマンが購入金額全額の返還
を求めていた住民訴訟について、１０月
２９日、控訴審である仙台高等裁判所第１
民事部において判決がありました。なお自
由民主党・県民会議は、まとめ買いしたう
え議員に貸し付けていたパソコン等の購入
費用の半額（８３５万１８４４円）を返還
する一方、会派控室で利用していたパソコ
ン等の購入費用１２１万７８２０円につい
ては一切返還しておりませんでしたので、
今回の訴訟は残る９４９万９６６２円の返
還を求めるものでした。

　　控訴審判決では、オンブズマン側の請求
はすべて棄却され、原審判決において返還
が認められた会派控室におけるパソコン等
の購入費用についても返還を要しないと判
断されました。

２　オンブズマンでは、原審・控訴審を通じ
て一貫して、「政務活動費の手引」には、「政
務活動費は、・・・政務活動を行うための
環境整備にまで充当することは適当ではな
い。備品や消耗品の購入に政務活動費を充
当する場合には、政務活動に対する有用性
が高く、政務活動に直接必要であると認め

られるものに限定すべきであり」と明記さ
れているところに照らせば、パソコン等の
まとめ買いは手引に違反するものであると
判断されるべきであるなどと主張して控訴
していましたが、控訴審判決ではオンブズ
マンの主張は認められませんでした。原審・
控訴審ともに、「政務活動費の手引」は本
件使途基準適合性の判断において十分に参
考にされるべきものとしながら、「政務活
動費の手引」の具体的な文言を正面から検
討するものとはなっておらず、「政務活動
費の手引」の価値を貶めるものであると言
わざるをえません。

　　ただし、控訴審判決は、政務活動費の支
出が違法か否かについては、本来支出時に
おいて予定された本件パソコン等の用途等
により定まる旨明言していることは注目さ
れます。今後は政務活動費を支出時に用途
等をしっかり検討することが要請されるこ
とになると考えられます。

３　「政務活動費の手引」は、宮城県議会自
身が定めた運用基準です。私たち市民は、
議会自身が定めた「政務活動費の手引」に
基づいて政務活動費を支出するものと信じ
ていますし、インターネット上に公開され
た政務活動費の領収証については「政務活
動費の手引」に違反していないかどうかと
いう観点からチェックしています。新しい
任期の県議会議員の皆さんにおかれては、
引き続き「政務活動費の手引」を最大限尊
重して政務活動費の支出をしてもらいたい
と思います。
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齋　藤　拓　生仙台市民オンブズマン
弁　護　士

　地下鉄東西線（２０１５年１２月開業）は、
当初の事業計画では、１日当たりの開業時の
乗車人数を１１万９０００人としていました
が、開業後の実際の１日当たりの乗車人数は
６万人程度に止まっています。地下鉄東西線
が、独立採算となることはほぼ絶望的です。
　にもかかわらず、地下鉄東西線事業に仙台
市の一般会計から貸付を行うことは不良債権
を累積させるだけであり、途方もない税金の
無駄使いとなります。そこで、２０１８年２
月、東西線事業への公金支出を差し止める住

民訴訟を提起しました。
　一審の仙台地裁は、２０１９年８月、企業
債や出資金で資金繰りを行っており、仙台市
からの貸付は行われおらず、今後、仙台市か
らの貸付が行われることが確実とはいえない
として、訴えを却下しました。
　しかし、２０２７年には、市債管理基金か
ら借り入れた約１１０億円の償還期限が到来
することになっており、その返済のために借
入を行うことは必至です。仙台地裁の判断は
明らかに間違いです。現在、仙台高等裁判所
に控訴して、引き続き東西線事業への公金支
出の差止を求めています。

宇　部　雄　介仙台市民オンブズマン事務局長
弁　護　士

　仙台市民オンブズマンは、平成２４年度に
仙台市議会の各会派等に対して支出された政
務調査費のうち、合計５８３８万６２５１円
について、違法な支出であるとして市に対し
て返還を求めています。
　これまでの訴訟と同様、本訴訟においても、
経費はきちんと按分すべきであり、全額を政
務調査費から支出することは許されないとの
立場から、これまでの判決で示された基準に
基づいて判断されるべきとの主張をしていま
す。
　この間、会派による個別の支出について、
議論が進み、証人尋問の実施とその日程が決

定されました。
　以下の３日間で、集中的に証人尋問が実施
されることとなります。

　１日目　2020 年３月２３日（月）10：20
　２日目　2020 年３月２４日（火）10：20
　３日目　2020 年３月３０日（月）10：00

　ご支援よろしくお願いいたします。
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若　山　優　華仙台市民オンブズマンタイアップグルーブ
弁　護　士

　令和元年９月２８日、２９日、岐阜市の
「じゅうろくプラザ」で全国大会が開催され
ました。今回の参加者は、全体で２２０名を
超え、大盛況でした。今回、仙台市民オンブ
ズマンからは合計６名のメンバーが参加しま
した。
１　１日目・全体会
　今回のメインテーマは、「『市民オンブズマ
ン的自治会学』のススメ～自治会（町内会）、
その病理と処方～」であり、自治会の学術的・
法的な位置づけがはっきりしないことから、
地方公共団体の事務事業の受託団体としての
適格性が問題視されたり、政治の中央集権化
に対する危機感が指摘されたり、自治会につ
いての問題意識が明らかにされました。
　各地報告では、弘前市民オンブズパーソン
から、仙台市民オンブズマンもお手伝いした
議員派遣海外視察訴訟の全面勝訴についての
ご報告があり、会場が大きな盛り上がりを見

せていました。
　また、全体会に引き続いて行われた懇親会
でも、普段交流のない地域の方々と、楽しく
交流することができました。
２　２日目・分科会
　２日目は、自治会、市民と警察、カジノ・ギャ
ンブル依存症、政務活動費・海外視察、情報
公開の５つの分科会が開かれましたが、各分
科会とも、各地の報告や意見交換などが行わ
れ、それぞれ白熱していました。
　今回の全国大会も、とても実りある大会で
した。全国大会で学んだことを、今後の仙台
市民オンブズマンの活動に生かしていこうと
思います。

石　上　雄　介北海道・東北市民オンブズマンネットワーク事務局長
弁　護　士

　去る令和元年１１月３０日（土）仙台にて
北海道・東北オンブズマンネットワーク第
５５回例会が開催されました。
　今回の例会では、例年とおり各地の政務活
動費の不正支出問題や地方議員の海外視察問

題など地方議会に関する取組みについて報告
があったほか、談合事件について北東ネット
で取り組んでいくこと、政務活動費制度につ
いて包括的な検討を加えることなどが議論さ
れました。
　談合事件とは、全国各地の浄水場で自ら不
純物を除去するために使用される活性炭の納
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仙台市民オンブズマン支援企画 vol.21
～今宵、天空の歌声と匠の話芸を、あなたに～仙台ゴールデンステージ ～今宵、天空の歌声と匠の話芸を、あなたに～仙台ゴールデンステージ

第１部　「魂の声」 2018 年度文化庁芸術祭
大衆演芸部門　優秀賞受賞

第１部　「魂の声」

落語 六華亭遊花さん
シンガーソングライター
佐野　碧さん 落語 六華亭遊花さん

第2部第 2部
シンガーソングライター
佐野　碧さん

2018 年度文化庁芸術祭
大衆演芸部門　優秀賞受賞

2019.7.2 ～ 2019.12.15

2019
７．	 2	 タイアップ役員会
	 10	 オンブズマン、広報紙に関する自民党県議との
　　　　懇談会
	 12	 タイアップ会計監査
	 19	 オンブズマン、タイアップ総会、懇親会
８．	２	 気仙沼防潮堤関係文書開示
	 ６	 地下鉄東西線地裁判決
	 ８	 タイアップ支援企画関係文書発送
	 ９	 オンブズマン、広報紙に関する共産党県議との
　　　　懇談会
	 21	 オンブズマン 8 月例会
９．	３	 タイアップ例会
	 17	 オンブズマン 9 月例会
	 25	 タイアップ役員会
　　28 ～ 29　全国市民オンブズマン岐阜大会
10.	 1	 タイアップ例会
	 8	 仙台市民オンブズマン支援企画 vol21
		  「仙台ゴールデンステージ」

	 15	 仙台市民オンブズマン 10 月例会
	 29	 県議会自民党県民会議パソコン訴訟控訴審判決
11．18	 オンブズマン 11 月例会
	 27	 会報「オンブズマン」編集打合せ
	 30	 北東ネット仙台例会
12.	 3	 タイアップ例会

	  5	 会報「オンブズマン」51 号編集作業
	 11	 オンブズマン 11 月例会、忘年会
	 15	 会報「オンブズマン」51 号発行

入について化学メーカー「クラレ」など１６
社が談合を繰り返していた事件で、１１月
２２日に報道されていました。北海道、東北
の多数の自治体が入札に関わっている事件で
すので、北東ネットで各自治体の対応を調査
することとなりました。また、政務活動費制
度については、かねてより問題となっている
領収証のマスキング問題のほか、調査のため
の移動費が１ｋｍ３７円で計算されたのは、
はるか昔のオイルショック時であり、一部の

自治体で採用されている１ｋｍ２０円程度の
適正な価格に切り下げるべきだなどの問題提
起もされました。
　これら新しい取組みや議論を進めていき、
次回例会で総括的な議論ないし発表を行いた
いと思います。次回例会は、来年６月６日

（土）、７日（日）に新潟にて開催されること
となりましたので、ご都合のよろしい方はぜ
ひご参加ください。
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　2019年もあと半月を残すところです。10月8
日開催したオンブズマン支援企画は21回目をか
ぞえ、戦災復興記念館から仙台駅近くシルバー
センターに会場を移しておこないました。（7頁に
写真を掲載）
　今年最後のタイアップ例会（12月3日）で、
オンブズマン畠山代表に10万円の支援金（目録）
を渡すことができてホッとしているところです。チ
ケット普及の協力と当日足を運んで頂いたみなさ
まに、改めて感謝申し上げます。

◇　　　◇　　　◇
　冬なのに「桜」吹雪が舞っています。税金を使っ
て総理主催「桜を見る会」を安倍首相は後援会
行事として私的に利用していたのではないか、招
待者として首をかしげたくなる人もいた？　など
の疑惑の数々。しかしその証拠となるはずの名
簿は、断捨離じゃあるまいしシュレッダーで切り
刻み、電子データもサーバーから消去するという
新手の技を駆使。
　その昔、官官接待などで公文書の開示請求し
たとき、のり弁のように真っ黒塗りで出され、黒
塗りの下には隠したい情報が必ずあるというの

が、オンブズマン活動から導き出されました。そ
れが今度は、あるものを無いものにしてまで必死
に隠そうとするから、良からぬものがあるに違い
ないと、誰にでも分かってしまいます。来年桜吹
雪とともに「これにて一件落着！」となるでしょうか。

◇　　　◇　　　◇
　来年２月４日タイアップ例会＆新年会でお待ち
しています。初めて参加の方大歓迎、お誘い合
わせてお越を。それでは良い年をお迎えください

七十七銀行本店 (普通)　　　　  ６５３００１０
郵 便 局 振 込        ０２２９０－６－８０５０
　　仙台市民オンブズマン･タイアップグループ

会

　費

納
入
先

■今期の会費が未納の方、お手数でも払い込み下
さい。（振込用紙同封しました）。会員拡大は
タイアップ活動のエネルギーの源です。会員・
賛助会員それぞれ紹介チラシもありますのでご
請求下さい。

会員のご紹介と会費納入のお願い

⑴　加入資格：仙台市民オンブズマンの活動の趣旨に賛
同し､ 支援する意志のある個人｡ 

⑵　会　　費：年10,000円・賛助会員年3,000円
　　　　　　　但し､ 協賛金については､ 自由に受け付

け､ 緊急時の支援費用に充当する｡ 
⑶　活動内容：年２回の会報の発行｡ 臨時の会報は必要

に応じて随時発行する｡ 
　　　　　　　市民の為の公開講座などを開催する｡ 
　　　　　　　その他の事業の企画､ 実施｡ 
⑷　総　　会：年１回とし､ オンブズマンの総会に準じ

て開催する｡ 

⑸　役　　員：会　長　　１名､ 　副 会 長　　若干名
　　　　　　　会　計　　１名､ 　会計監事　　２名
⑹　役 員 会：必要に応じて開催する｡ 
⑺　事 務 局：事務局の所在地は当面､青葉区中央4-3-
　　　　　　　28 朝市ビル4階とする｡ 
⑻　会計について：年会費からの支援金および協賛金か

らの特別拠出金については、役員会にお
いて決定の上、支出する。 以上の拠出金、
特別拠出金の会計処理内容については、
総会の際にオンブズマン事務局より報告
を受けるものとする｡ 

仙台市民オンブズマン　タイアップグループ会則

山　田　忠　行

タイアップ会長あいさつ

仙台市民オンブズマン・タイアップグループ会長

　タイアップグループの新年会は、来年２月例
会と新年会を兼ねておこないます。
　つきましては、２月の例会＆新年会を盛大に
開催したいと思います。ぜひ多くの会員の皆さま
にご参加いただきますようご案内申し上げます。

２月例会＆新年会のご案内

2020年２月4日（火）18:00～
朝市ビル4階　宮城地域自治研究所

※お飲み物・お料理 　　　　　　 です!!

2020年

タイアップグループの
会員を増やしましょう

　タイアップ会員を増やす取り組みをおこな
っています。
　支援企画にお誘いした方など、ご友人、ご
家族、依頼者や取引先など、お知り合いに
声を掛け、まず１人お誘いいただけないでし
ょうか。宜しくお願いします。

2020年・４月例会は、４月7日（火）
　　　　・６月例会は、６月2日（火）の予定です
会員の皆様の参加をお待ちしています

差入れ大歓迎


